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論 文 内 容 要 旨

【研 究 目 的 】

本研究 は,回 復 期 リハ ビ リテー ション病棟 に入棟 した脳卒 中患者 に対す る リハ ビリテー シ ョン

の効果 を経済 面 とQOL面 か ら評価 し,回 復期 リハ ビ リテー ション病棟 にお ける効 率 的かつ患者

や家族 の立 場 に立 った リハ ビ リテー ションのあ り方 を検討す る ことを 目的 とす る。

【研 究 対 象 】

回復期 リハ ビリテーション病棟の脳卒中患者 とした。

【研 究 方 法 】

医療従事者が判定する前向き調査 とし,費 用効用分析およびADL改 善効率を用いて,自 立度

区分別の リハ ビリテーション効率を算出した。

【研 究 結 果 】

分析対 象 と した患者 は127名 で,平 均年 齢は71.6歳,男 性 が52.8%を 占 めた。BI得 点 に よる

ADL区 分 は,BI60点 以上(自 立群)が48名,40点 以上60点 未 満(半 自立 群)が35名,40点

未満(非 自立 群)が44名 であ った。 医療費 はADL自 立度 が高 い群 が有 意 に少 なか った。 在棟

中の増分QALYsは,多 い順か ら非 自立群,半 自立群,自 立群 で あ った。費 用効用 分析 の結果,

在棟期 間 中の1QALYあ た りの医療費 は,少 ない順 か ら非 自立群,半 自立群,自 立群 で あ った。

改善 比率 は,自 立群 が大 き く,3群 間で有意差 が認 め られた が(p<0.01),回 復 効率 には有意差

はな か った。

【考 察 】

費 用効 用分 析 の結 果,非 自立 群が1QALYあ た りの医療費 が最 も少 な く効率 的で あ った。 自

立度 の低 い患者 であ って も介入によ り効用値を高 めることができれば,効 率的な リハ ビリテーシ ョ

ン効 果 が得 られ るこ とにな る。3群 間 の回復効率 に有意差 は認め られなか った こ とは,回 復期 リ

ハ ビ リテー シ ョン病 棟 における リハ ビリテーシ ョンが 自立度 に応 じて実施 されて い るといえ る。

【結論 】増 分QAI.Ysは 自立度 の低 い群 が高 い群 よ り多 い こ とが示 め され た。 また,自 立 度 の

低 い群 は高い群 よ り1QALYあ た りの医療費が少 な く,医 療 経済的 に効率 的な リハ ビリテー ショ

ン効果 が得 られていた。従 って,回 復期 リハ ビ リテー シ ョン病棟 にお ける患者 や家族 が納得す る

効率 的で効 果的 な脳 卒 中 リハ ビリテー シ ョンの あ り方 と して,機 能的評 価 とと もにQALYを 用
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いて経済 面 とQOL面 を評価 し,

要 で ある。

自立度に応 じた在棟 日数や介入期間を含む介入 プログラムが必
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審 査 結 果 の 要 旨

回復期 リハ ビ リテー シ ョン病棟 に入 棟 した脳卒 中患者 に対す る リハ ビリテー シ ョンの効果 を,

経済 面 とQOL面 か ら評価 し,回 復 期 リハ ビリテー シ ョン病棟 におけ る効率 的 かつ患者 ・家族 の

立場 に立 った リハ ビ リテー ションのあ り方 を検討 す る ことを 目的 に作成 され た論文 であ る。 回復

期 リハ ビリテー シ ョン病棟 の脳卒 中患者 を対象 に,医 療従事者 が判定 す る前 向き調査 を実施 し,

費用効用 分析 およびADL改 善効率 を用 いて,自 立度 区分別 の リハ ビ リテー シ ョン効率 を算 出 し

てい る。

患者127名 のデー タを分析 した結 果,医 療費 はADL自 立度 の高 い群 で有 意 に少 な い,在 棟 中

の増分QALYsは 非 自立群,半 自立群,自 立群 の順 に多 い な どの知 見 が得 られて い る。 費用効

用分 析 で は,在 棟期 間 中の1QALY当 た り医療費 は非 自立群,半 自立群,自 立 群 の順 に少 ない,

改 善比率 は 自立 群 が大 き く,3群 間で有意 差が認 め られ る(p<0.01),回 復 効率 には有意 差 はな

いな どの結 果が得 られて い る。

これ らの結 果 か ら,自 立度 の低 い群 は高 い群 に比 べ1QALY当 た りの医療 費 が少 な く,医 療

経済 的 に効率 的な リハ ビリテー シ ョン効果が得 られ てい ることが示 唆 され る。 す なわ ち,回 復期

リハ ビ リテー シ ョン病 棟 において,患 者 ・家族 が納得す る効率 的 で効 果的な脳 卒 中 リハ ビリテー

シ ョンを実 践す るには,機 能的評価 とともにQALYを 用 いた経済面 とQOL面 の評 価,お よび,

自立度 に応 じた在棟 日数や介入期間 を調整す る介 入 プ ログ ラムが必要 と考 え られ る。

よ って,本 論 文 は博 士(医 学)の 学位論文 と して合格 と認 め る。
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